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潮さい（H24.2.15 No.108）潮さい（H24.2.15 No.108）

定　例　会定　例　会

一般会計へ3132万円追加

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
23
年
度
第
４
回
定
例
会
は
12
月
12
日
開
会
し
16
日
ま
で
開
か
れ
た
。

町
長
提
出
議
案
は
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
４
件
、
開
発
公
社
の
解
散
１
件
、
補

正
予
算
４
件
、
人
事
案
３
件
な
ど
あ
り
、
慎
重
審
議
の
う
え
全
議
案
可
決
さ
れ
た
。

一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
町
政
の
考
え
方
な
ど
を
問
う
た
。

 

平成23年度　補正予算

総額65億9653万円

平
成
23
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

一般会計へ3132万円追加一般会計へ3132万円追加
概 　 要予算額（万円）

△198

617

362

326

1100

662

308

188

144

52

294

一般会計補正予算の主な事業

有明広域行政事務組合
負担金

国民健康保険特別会計
基盤安定繰出金

障がい者補助金関係
償還金

地域密着型サービス
拠点等施設整備事業

広域連合療養給付費
負担金

地域介護・福祉空間
整備推進事業

子ども医療費助成事業

菜切川出汐堰修繕事業

備品購入費

県営腹赤地区圃場整備
事業

熊本県知事選挙費

構成各市町の基準財政需要額確定による消防費、設置町負担金の
減額

主に利用者の減少による過年度精算分への追加

任期満了に伴う熊本県知事選挙の執行費
（任期満了日：平成24年４月15日）

10/20 現在での国民健康保険税（一般被保険者）、特に５割軽減世
帯数の増による基準額等の増加

県の介護基盤緊急特別対策事業を活用し、高齢者が安心して地域
で介護予防活動ができるように必要な介護予防拠点を整備する

平成22年度の後期高齢者医療給付の事業完了に伴う負担金の確
定により、過年度分として追加負担する必要が生じた

平成23年度の子ども医療費助成の実績により、増額

流木等によってゴム堰側面底部に穴が開き、堰の機能を維持でき
なくなったため修繕を行う必要がある

近接地区の用水路布設替え及びそれを保護するためのブロックを
施工する

きんぎょ村エアコン室外機４台が破壊盗難されたためエアコンの
改修を行う（財源として建物災害共済保険金を充当する）

ふれあいセンターに無線LAN環境を整備し、ipadを活用した世代
間交流を図る。また、遊具などの備品を購入し、子供たちや学生、障
がい者との交流も図る

 

国

民

健

康

保

険

全
員
賛
成　

可
決

〈
内
容
〉

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
３
６
２
万
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
20
億
６
４
４
２
万
円
と

す
る
。

公

共

下

水

道

全
員
賛
成　

可
決

〈
内
容
〉

債
務
負
担
行
為

長
洲
町
浄
化
セ
ン
タ
ー

汚
泥
処
理
業
務
委
託
料
と
し

て
１
２
６
０
万
円
を
限
度
額

と
す
る
。

水

道

事

業

会

計

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

〈
内
容
〉

支
出　

梅
田
浄
水
場
更
新
に

伴
う
建
物
補
償
費
に
34
万
円

を
追
加
し
、原
配
給
水
費
を

５
０
３
２
万
円
と
す
る
。

平
成
23
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算

問
（
磯
野
議
員
）

子
ど
も
手
当
シ
ス
テ

ム
経
費
補
助
金
の
内
容
は

（
子
育
て
支
援
課
長
）

平
成
23
年
10
月
以

降
支
給
額
が
変
更
に
な
り

支
給
要
件
の
シ
ス
テ
ム
改

修
が
必
要
に
な
っ
た
。

答
【
主
な
質
疑
】

【
主
な
質
疑
】

問
（
磯
野
議
員
）

き
ん
ぎ
ょ
村
の
エ
ア

コ
ン
室
外
機
が
盗
難
さ
れ

た
。今
後
の
対
策
は

問
（
市
原
議
員
）

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
推
進
事
業
費
補
助
金
の

返
還
は
な
ぜ
今
の
時
期
か

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

設
置
に
伴
い
ア
ン
カ

ー
ボ
ル
ト
・
溶
接
等
で
固

定
、死
角
と
な
ら
な
い
よ
う

に
草
刈
な
ど
行
う
。

答

問
（
池
上
議
員
）

き
ん
ぎ
ょ
村
の
利

用
状
況
は

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

主
に
夏
祭
り
時
の

準
備
等
に
使
っ
て
い
る
。研

修
・
会
議
に
は
利
用
し
て
い

な
い
た
め
、活
用
方
法
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

答

問
（
池
上
議
員
）

す
ぐ
に
必
要
と
し

な
い
な
ら
保
険
金
を
プ
ー

ル
し
て
将
来
必
要
な
時
に

つ
か
っ
た
ら
ど
う
か

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

保
険
金
の
プ
ー
ル
は

で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

答問
（
川
本
議
員
）

子
ど
も
手
当
は
10

月
か
ら
法
律
も
施
行
さ
れ

て
い
る
。９
月
で
確
定
し
た

の
で
は（

総
務
課
長
）９
月
の

補
正
で
減
額
し
た

が
23
年
度
子
ど
も
手
当
の

法
案
が
３
月
の
国
会
で
成

立
し
な
か
っ
た
た
め
９
月
ま

で
の
繋
ぎ
法
案
で
あ
っ
た
。

答

問
（
川
本
議
員
）

こ
の
財
源
は
年
少

控
除
の
廃
止
で
負
担
が
増

え
る
世
帯
も
出
て
く
る
。ま

ち
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
考

え
て
い
る
か

（
子
育
て
支
援
課

長
）モ
デ
ル
ケ
ー
ス

は
作
成
し
て
い
な
い
。法
改

正
後
の
支
払
い
を
比
較
し

て
み
る
と
１
２
８
０
万
円
ほ

ど
少
な
く
な
る
。

答問
（
川
本
議
員
）

菜
切
川
出
汐
堰
修

繕
事
業
費
の
増
額
は
な
ぜ

か

（
建
設
農
政
課
長
）

当
初
は
応
急
的
修

繕
を
見
込
ん
で
い
た
が
、メ

ー
カ
ー
に
依
頼
し
た
ら
実

費
２
３
１
万
円
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

答

問
（
樋
口
議
員
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
の
備
品
購
入
費
の
内
容

は

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

世
代
間
交
流
事
業

と
し
て
、２
階
の
児
童
館
を

１
階
に
移
設
、視
聴
覚
備
品

と
し
て
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー

や
高
齢
者
の
介
護
予
防
体

操
用
の
モ
ニ
タ
ー
、タ
ブ
レ

ッ
ト
型
の
携
帯
端
末
等
を

購
入
す
る
。

答

問
（
川
本
議
員
）

修
繕
費
２
３
１
万
の

費
用
の
分
担
は

問
（
川
本
議
員
）

農
家
の
負
担
が
大

き
す
ぎ
る
。修
繕
が
生
じ
た

場
合
、修
理
出
来
な
い
よ

う
に
な
る
。町
の
負
担
も
少

な
い
の
で
は

（
建
設
農
政
課
長
）

堰
は
水
利
組
合
の

所
有
で
、修
繕
費
は
県
が
２

分
の
１
、町
が
残
り
の
４
分

の
１
、受
益
者
が
４
分
の
３

で
あ
る
。

答問
（
川
本
議
員
）

債
務
負
担
行
為
は

３
月
の
予
算
で
は
間
に
合

わ
な
か
っ
た
か

（
下
水
道
課
長
）汚

泥
の
脱
水
は
、３
月

か
ら
４
月
も
通
常
通
り
行

う
た
め
、３
月
で
は
事
務
に

支
障
が
生
じ
る
。

答

問
（
川
本
議
員
）

委
託
料
も
毎
年

１
２
０
０
万
円
以
上
か
か
っ

て
い
る
。汚
泥
は
町
の
焼
却

場
で
は
焼
却
で
き
な
い
か

（
下
水
道
課
長
）

町
に
は
汚
泥
の
焼

却
施
設
は
な
い
。

答問
（
川
本
議
員
）

汚
泥
の
再
資
源
化

に
つ
い
て
議
論
は
し
て
い

な
い
か（

町
長
）

汚
泥
処
理
に
関
し

て
は
国
の
下
水
道
協
会
に

相
談
、汚
泥
の
資
源
化
等
に

つ
い
て
議
論
を
し
て
い
る
。

答
（
町
長
）戸
別
所
得

補
償
の
創
設
が
始

ま
っ
て
、排
水
場
の
整
備
、土

地
改
良
の
費
用
が
７
割
減

に
な
っ
て
い
る
。農
家
の
負

担
が
増
え
る
ば
か
り
で
国

に
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

答

問
（
池
上
議
員
）

利
用
さ
れ
て
い
な

い
の
に
な
ぜ
同
じ
場
所
に

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
の
か

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

今
回
は
盗
難
に
伴

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

22
年
度
の
結
果
が

23
年
度
確
定
し
た
、返
還
金

の
内
容
は
清
里
学
童
が
基

準
の
10
名
に
達
し
な
か
っ
た

た
め
。

答

う
保
険
で
対
処
す
る
の
で

設
置
し
て
あ
っ
た
四
台
の
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
。

10
月
に
法
律
が
施
行
さ
れ

追
加
で
補
正
し
た
。

で しおせき

ほ

せき せき

で

し
お

せ
き

せ
き
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め
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い
て
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い
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ら
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る
。

答問
（
川
本
議
員
）

子
ど
も
手
当
は
10

月
か
ら
法
律
も
施
行
さ
れ

て
い
る
。９
月
で
確
定
し
た

の
で
は（

総
務
課
長
）９
月
の

補
正
で
減
額
し
た

が
23
年
度
子
ど
も
手
当
の

法
案
が
３
月
の
国
会
で
成

立
し
な
か
っ
た
た
め
９
月
ま

で
の
繋
ぎ
法
案
で
あ
っ
た
。

答

問
（
川
本
議
員
）

こ
の
財
源
は
年
少

控
除
の
廃
止
で
負
担
が
増

え
る
世
帯
も
出
て
く
る
。ま

ち
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
考

え
て
い
る
か

（
子
育
て
支
援
課

長
）モ
デ
ル
ケ
ー
ス

は
作
成
し
て
い
な
い
。法
改

正
後
の
支
払
い
を
比
較
し

て
み
る
と
１
２
８
０
万
円
ほ

ど
少
な
く
な
る
。

答問
（
川
本
議
員
）

菜
切
川
出
汐
堰
修

繕
事
業
費
の
増
額
は
な
ぜ

か

（
建
設
農
政
課
長
）

当
初
は
応
急
的
修

繕
を
見
込
ん
で
い
た
が
、メ

ー
カ
ー
に
依
頼
し
た
ら
実

費
２
３
１
万
円
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

答

問
（
樋
口
議
員
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
の
備
品
購
入
費
の
内
容

は

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

世
代
間
交
流
事
業

と
し
て
、２
階
の
児
童
館
を

１
階
に
移
設
、視
聴
覚
備
品

と
し
て
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー

や
高
齢
者
の
介
護
予
防
体

操
用
の
モ
ニ
タ
ー
、タ
ブ
レ

ッ
ト
型
の
携
帯
端
末
等
を

購
入
す
る
。

答

問
（
川
本
議
員
）

修
繕
費
２
３
１
万
の

費
用
の
分
担
は

問
（
川
本
議
員
）

農
家
の
負
担
が
大

き
す
ぎ
る
。修
繕
が
生
じ
た

場
合
、修
理
出
来
な
い
よ

う
に
な
る
。町
の
負
担
も
少

な
い
の
で
は

（
建
設
農
政
課
長
）

堰
は
水
利
組
合
の

所
有
で
、修
繕
費
は
県
が
２

分
の
１
、町
が
残
り
の
４
分

の
１
、受
益
者
が
４
分
の
３

で
あ
る
。

答問
（
川
本
議
員
）

債
務
負
担
行
為
は

３
月
の
予
算
で
は
間
に
合

わ
な
か
っ
た
か

（
下
水
道
課
長
）汚

泥
の
脱
水
は
、３
月

か
ら
４
月
も
通
常
通
り
行

う
た
め
、３
月
で
は
事
務
に

支
障
が
生
じ
る
。

答

問
（
川
本
議
員
）

委
託
料
も
毎
年

１
２
０
０
万
円
以
上
か
か
っ

て
い
る
。汚
泥
は
町
の
焼
却

場
で
は
焼
却
で
き
な
い
か

（
下
水
道
課
長
）

町
に
は
汚
泥
の
焼

却
施
設
は
な
い
。

答問
（
川
本
議
員
）

汚
泥
の
再
資
源
化

に
つ
い
て
議
論
は
し
て
い

な
い
か（

町
長
）

汚
泥
処
理
に
関
し

て
は
国
の
下
水
道
協
会
に

相
談
、汚
泥
の
資
源
化
等
に

つ
い
て
議
論
を
し
て
い
る
。

答
（
町
長
）戸
別
所
得

補
償
の
創
設
が
始

ま
っ
て
、排
水
場
の
整
備
、土

地
改
良
の
費
用
が
７
割
減

に
な
っ
て
い
る
。農
家
の
負

担
が
増
え
る
ば
か
り
で
国

に
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

答

問
（
池
上
議
員
）

利
用
さ
れ
て
い
な

い
の
に
な
ぜ
同
じ
場
所
に

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
の
か

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

今
回
は
盗
難
に
伴

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

22
年
度
の
結
果
が

23
年
度
確
定
し
た
、返
還
金

の
内
容
は
清
里
学
童
が
基

準
の
10
名
に
達
し
な
か
っ
た

た
め
。

答

う
保
険
で
対
処
す
る
の
で

設
置
し
て
あ
っ
た
四
台
の
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
。

10
月
に
法
律
が
施
行
さ
れ

追
加
で
補
正
し
た
。

で しおせき

ほ

せき せき

で

し
お

せ
き

せ
き
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定　例　会一 般 質 問

土地開発公社
解散へ

問
全
国
で
こ
の
制
度

を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
現
在
３
３
０
に

な
る
。町
の
活
性
化
や
地
元

産
業
の
振
興
策
と
し
て
波

及
効
果
も
大
き
い
、早
い
実

現
を
求
め
る

問
長
洲
町
の
新
卒
、若

者
の
採
用
状
況
は

ど
う
か
。洪
水
被
害
の
タ
イ

問
今
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
佐
賀
県
の

施
策
を
参
考
に
す
べ
き
。 

従
来
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

に
加
え
耐
震
化
、太
陽
光

設
置
、介
護
の
住
宅
政
策
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
の
促
進

な
ど
を
加
算
す
る
施
策
が

必
要
で
は
な
い
か

（
町
長
）こ
の
制
度
が

地
域
経
済
が
低
迷

す
る
な
か
、打
開
対
策
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。町
と

し
て
も
、個
人
住
宅
の
長
寿

命
化
と
質
の
向
上
を
図
り

定
住
化
の
促
進
や
業
者
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
こ
の

制
度
の
検
討
を
し
て
い
る
。

答

問
（
川
本
議
員
）

40
年
間
の
歴
史
の

な
か
で
、問
題
点（
高
田
区

内
・
長
洲
停
車
場
線
）も
あ

っ
た
と
思
う
が

（
副
町
長
）

問
題
が
な
か
っ
た
訳

で
は
な
い
と
思
う
。

答

（
町
長
）複
合
的
政

策
に
つ
い
て
も
地
元

業
者
の
所
得
向
上
、経
済
対

策
に
な
る
と
思
う
の
で
来

年
度
予
算
に
向
け
て
検
討

し
た
い
。

答

（
町
長
）採
用
状
況

に
つ
い
て
は
年
明
け

後
に
調
査
し
た
い
。タ
イ
か

ら
リ
ク
シ
ル
で
働
く
人
は

全
体
で
１
７
０
名
程
度
で

雇
用
期
間
は
限
定
さ
れ
て

い
る
の
で
雇
用
へ
の
影
響
は

な
い
と
聞
い
て
い
る
。名
石

浜
工
業
団
地
の
中
央
理
化
工

業
が
来
年
３
月
末
で
撤
退
を

予
定
し
て
い
る
。町
と
し
て

は
対
応
し
て
な
い
。

答

地元業者の振興で活性化を

川
本　

幸
昭 

議
員

一般質問一般質問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

の
創
設
を

川本　幸昭
議員

１．本町における歯科口腔
　　の健康づくりについて

１．住宅政策について

１．国民健康保険制度に
　　ついて

１．交通安全について

１．学校教育について

宮本哲太郎
議員

磯野　　博
議員

浦辺　朝章
議員

市原　一広
議員

《
新
卒
者
の
雇
用
と
企
業
の

撤
退
に
つ
い
て
町
の
対
応
は
》

か
ら
長
洲
町
の
企
業
に
就

労
す
る
と
聞
く
が
、若
者
へ

の
雇
用
の
影
響
は
な
い
の

か
。 
ま
た
、町
内
の
企
業
で

閉
鎖
や
撤
退
の
動
き
が
あ

る
、町
の
対
応
は

土地開発公社
解散へ

　

町
に
よ
る
一
括
買
い
上
げ

に
よ
る
事
業
の
完
了
と
事

業
の
実
施
が
見
込
め
な
い

た
め
。

●
土
地
開
発
公
社
の
解
散

〈
内
容
〉

【
主
な
質
疑
】

問
（
川
本
議
員
）

最
後
の
理
事
長
と

し
て
歴
史
を
明
確
に
し
、こ

れ
か
ら
の
行
政
に
ど
う
い

か
し
て
い
く
か
、談
話
な
り

を
出
し
た
ら
ど
う
か

（
副
町
長
）

最
後
の
理
事
会
で
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、ご
指
摘
、心
に
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
お
き
ま
す
。

答

問
（
磯
野
議
員
）

こ
の
問
題
は
地
域

で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。商
工
業
者
の
出

入
口
に
ポ
ス
タ
ー
等
を
貼

っ
た
ら
ど
う
か

（
総
務
課
長
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た

い
。 答

　

暴
力
団
の
排
除
に
関
し
、

町
の
責
務
並
び
に
町
民
等

の
役
割
を
あ
き
ら
か
に
す

る
。

●
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定〈内
容
〉

【
主
な
質
疑
】

　

国
の
法
律
改
正
に
伴
う

も
の
で
平
成
23
年
３
月
11

日
以
降
に
生
じ
た
災
害
に

対
し
て
適
応
さ
れ
る
。

●
長
洲
町
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

●
長
洲
町
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正

〈
内
容
〉

　

体
育
指
導
員
に
関
す
る

規
定
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
に
関

す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

〈
内
容
〉

全
員
賛
成　

可
決

問
（
川
本
議
員
）

県
に
よ
る
助
成
支

援
は

（
子
育
て
支
援
課
長
）

乳
幼
児
医
療
費
助

成
補
助
事
業
交
付
金
が
あ

り
満
４
歳
に
満
た
な
い
も
の

で
補
助
額
は
2
分
の
１
と

答

問
（
川
本
議
員
）

群
馬
県
で
は
年
齢

の
高
い
と
こ
ろ
ま
で
、県
自

体
で
助
成
し
て
い
る
が

（
町
長
）

群
馬
県
は
中
学
生

ま
で
だ
と
思
う
。県
へ
の
働

き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

答

　

医
療
費
の
助
成
の「
満
９

歳
」
を
「
満
12
歳
」に
改
め

る
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
。

●
長
洲
町
子
ど
も
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

〈
内
容
〉

【
主
な
質
疑
】

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

　

町
の
依
頼
を
受
け
て
道

路
、公
園
、緑
地
そ
の
他
の

公
共
施
設
、ま
た
は
公
用

施
設
の
用
に
供
す
る
土
地

を
先
行
し
て
取
得
し
、管
理

を
行
う
法
人

※
土
地
開
発
公
社
と
は
…

長洲町土地開発公社財産目録

残余財産の処分について

（平成23年10月31日現在）

区　　分

1. 流動資産

2. 流動負債

負債合計
3. 差引財産

①現金及び預金
②公有用地
③代行用地

定期預金
及び
普通預金

①未払費用
②短期借入金

7,579,330
0
0

現金及び預金 7,579,330円

7,579,330

7,579,330

0
0

金　額（単位：円） 備　　考

1. 総資産（平成23年10月31日現在）

7,315,300円
3. 差引残金財産額

長洲町土地開発公社定款
第26条第２項の規定により、長洲町へ帰属

4. 残余財産の処分方法

現金及び預金
官報掲載料：176,300円
法人町民税：  65,000円
法人県民税：  22,700円

内　　訳
264,000円

2. 解散及び清算諸費

資産合計

●
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定

●
長
洲
町
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正

●助改〈内

条

例

の

改

正

※
土
地
開
発
公
社
の

理
事
長
は
副
町
長

が
務
め
る
。

な
っ
て
い
る
。

２．町が考える子育て支援
　　施策は



潮さい（H24.2.15 No.108）潮さい（H24.2.15 No.108）

定　例　会一 般 質 問

土地開発公社
解散へ

問
全
国
で
こ
の
制
度

を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
現
在
３
３
０
に

な
る
。町
の
活
性
化
や
地
元

産
業
の
振
興
策
と
し
て
波

及
効
果
も
大
き
い
、早
い
実

現
を
求
め
る

問
長
洲
町
の
新
卒
、若

者
の
採
用
状
況
は

ど
う
か
。洪
水
被
害
の
タ
イ

問
今
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
佐
賀
県
の

施
策
を
参
考
に
す
べ
き
。 

従
来
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

に
加
え
耐
震
化
、太
陽
光

設
置
、介
護
の
住
宅
政
策
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
の
促
進

な
ど
を
加
算
す
る
施
策
が

必
要
で
は
な
い
か

（
町
長
）こ
の
制
度
が

地
域
経
済
が
低
迷

す
る
な
か
、打
開
対
策
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。町
と

し
て
も
、個
人
住
宅
の
長
寿

命
化
と
質
の
向
上
を
図
り

定
住
化
の
促
進
や
業
者
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
こ
の

制
度
の
検
討
を
し
て
い
る
。

答

問
（
川
本
議
員
）

40
年
間
の
歴
史
の

な
か
で
、問
題
点（
高
田
区

内
・
長
洲
停
車
場
線
）も
あ

っ
た
と
思
う
が

（
副
町
長
）

問
題
が
な
か
っ
た
訳

で
は
な
い
と
思
う
。

答

（
町
長
）複
合
的
政

策
に
つ
い
て
も
地
元

業
者
の
所
得
向
上
、経
済
対

策
に
な
る
と
思
う
の
で
来

年
度
予
算
に
向
け
て
検
討

し
た
い
。

答

（
町
長
）採
用
状
況

に
つ
い
て
は
年
明
け

後
に
調
査
し
た
い
。タ
イ
か

ら
リ
ク
シ
ル
で
働
く
人
は

全
体
で
１
７
０
名
程
度
で

雇
用
期
間
は
限
定
さ
れ
て

い
る
の
で
雇
用
へ
の
影
響
は

な
い
と
聞
い
て
い
る
。名
石

浜
工
業
団
地
の
中
央
理
化
工

業
が
来
年
３
月
末
で
撤
退
を

予
定
し
て
い
る
。町
と
し
て

は
対
応
し
て
な
い
。

答

地元業者の振興で活性化を

川
本　

幸
昭 

議
員

一般質問一般質問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

の
創
設
を

川本　幸昭
議員

１．本町における歯科口腔
　　の健康づくりについて

１．住宅政策について

１．国民健康保険制度に
　　ついて

１．交通安全について

１．学校教育について

宮本哲太郎
議員

磯野　　博
議員

浦辺　朝章
議員

市原　一広
議員

《
新
卒
者
の
雇
用
と
企
業
の

撤
退
に
つ
い
て
町
の
対
応
は
》

か
ら
長
洲
町
の
企
業
に
就

労
す
る
と
聞
く
が
、若
者
へ

の
雇
用
の
影
響
は
な
い
の

か
。 

ま
た
、町
内
の
企
業
で

閉
鎖
や
撤
退
の
動
き
が
あ

る
、町
の
対
応
は

土地開発公社
解散へ

　

町
に
よ
る
一
括
買
い
上
げ

に
よ
る
事
業
の
完
了
と
事

業
の
実
施
が
見
込
め
な
い

た
め
。

●
土
地
開
発
公
社
の
解
散

〈
内
容
〉

【
主
な
質
疑
】

問
（
川
本
議
員
）

最
後
の
理
事
長
と

し
て
歴
史
を
明
確
に
し
、こ

れ
か
ら
の
行
政
に
ど
う
い

か
し
て
い
く
か
、談
話
な
り

を
出
し
た
ら
ど
う
か

（
副
町
長
）

最
後
の
理
事
会
で
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、ご
指
摘
、心
に
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
お
き
ま
す
。

答

問
（
磯
野
議
員
）

こ
の
問
題
は
地
域

で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。商
工
業
者
の
出

入
口
に
ポ
ス
タ
ー
等
を
貼

っ
た
ら
ど
う
か

（
総
務
課
長
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た

い
。 答

　

暴
力
団
の
排
除
に
関
し
、

町
の
責
務
並
び
に
町
民
等

の
役
割
を
あ
き
ら
か
に
す

る
。

●
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定〈内
容
〉

【
主
な
質
疑
】

　

国
の
法
律
改
正
に
伴
う

も
の
で
平
成
23
年
３
月
11

日
以
降
に
生
じ
た
災
害
に

対
し
て
適
応
さ
れ
る
。

●
長
洲
町
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

●
長
洲
町
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正

〈
内
容
〉

　

体
育
指
導
員
に
関
す
る

規
定
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
に
関

す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

〈
内
容
〉

全
員
賛
成　

可
決

問
（
川
本
議
員
）

県
に
よ
る
助
成
支

援
は

（
子
育
て
支
援
課
長
）

乳
幼
児
医
療
費
助

成
補
助
事
業
交
付
金
が
あ

り
満
４
歳
に
満
た
な
い
も
の

で
補
助
額
は
2
分
の
１
と

答

問
（
川
本
議
員
）

群
馬
県
で
は
年
齢

の
高
い
と
こ
ろ
ま
で
、県
自

体
で
助
成
し
て
い
る
が

（
町
長
）

群
馬
県
は
中
学
生

ま
で
だ
と
思
う
。県
へ
の
働

き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

答

　

医
療
費
の
助
成
の「
満
９

歳
」
を
「
満
12
歳
」に
改
め

る
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
。

●
長
洲
町
子
ど
も
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

〈
内
容
〉

【
主
な
質
疑
】

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

　

町
の
依
頼
を
受
け
て
道

路
、公
園
、緑
地
そ
の
他
の

公
共
施
設
、ま
た
は
公
用

施
設
の
用
に
供
す
る
土
地

を
先
行
し
て
取
得
し
、管
理

を
行
う
法
人

※
土
地
開
発
公
社
と
は
…

長洲町土地開発公社財産目録

残余財産の処分について

（平成23年10月31日現在）

区　　分

1. 流動資産

2. 流動負債

負債合計
3. 差引財産

①現金及び預金
②公有用地
③代行用地

定期預金
及び
普通預金

①未払費用
②短期借入金

7,579,330
0
0

現金及び預金 7,579,330円

7,579,330

7,579,330

0
0

金　額（単位：円） 備　　考

1. 総資産（平成23年10月31日現在）

7,315,300円
3. 差引残金財産額

長洲町土地開発公社定款
第26条第２項の規定により、長洲町へ帰属

4. 残余財産の処分方法

現金及び預金
官報掲載料：176,300円
法人町民税：  65,000円
法人県民税：  22,700円

内　　訳
264,000円

2. 解散及び清算諸費

資産合計

●
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定

●
長
洲
町
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正

●助改〈内

条

例

の

改

正

※
土
地
開
発
公
社
の

理
事
長
は
副
町
長

が
務
め
る
。

な
っ
て
い
る
。

２．町が考える子育て支援
　　施策は



潮さい（H24.2.15 No.108）潮さい（H24.2.15 No.108）

一 般 質 問一 般 質 問

問
自
転
車
に
関
連
す
る

交
通
事
故
が
全
交
通

事
故
の
２
割
を
占
め
て
い

る
。町
は
自
転
車
の
運
転
者

保
護
対
策
等
の
考
え
は
あ

る
か

問
現
状
で
の
町
内
の

歩
道
で
自
転
車
が

通
行
可
能
な
場
所
は
何
ヵ

所
あ
る
か

（
町
長
）
全
国
の
交

通
事
故
の
自
転
車

関
連
事
故
の
割
合
は
２
０
・

９
％
で
あ
り
内
訳
は
対
自

動
車
が
84
％
、
対
二
輪
車

が
６
・
３
％
と
合
わ
せ
て
90

％
以
上
に
な
っ
て
い
る
。事

故
か
ら
運
転
者
な
ど
の
保

護
を
考
え
る
と
車
道
を
確

保
し
道
路
外
側
の
線
を
引

き
直
し
自
転
車
の
走
行
レ

ー
ン
を
確
保
す
る
方
法
が

考
え
ら
れ
る
。道
路
両
端
の

線
か
ら
路
肩
ま
で
幅
員
で

自
転
車
及
び
歩
行
者
が
通

行
で
き
る
町
内
道
路
は
数

少
な
い
。今
後
自
転
車
通
行

の
利
用
度
が
高
く
自
転
車

が
走
行
で
き
る
幅
員
が
確

保
さ
れ
る
道
路
に
つ
い
て

答

問

問

県
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
く
ま
モ
ン
」

が「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
」に
輝
い
た
。昨
年
３
月

に
、九
州
新
幹
線
の
全
線
開

業
を
盛
り
上
げ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し
た「

く
ま
モ
ン
」。県
の
営
業
部

長
と
し
て
熊
本
の
認
知
度

向
上
や
地
域
活
性
化
に
果

た
し
た
役
割
は
大
き
く
、グ

ッ
ズ
の
売
上
げ
も
10
億
円

を
突
破
し
た
。当
町
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
誕
生
さ
せ
、地
域
や
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
、町
の
活
性
化
に

役
立
て
て
ほ
し
い

（
町
長
）金
鯉
広
場

に
来
ら
れ
た
方
へ
憩

い
、安
ら
ぎ
を
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、金
魚
の
館
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
や
体
験
が
で
き
る
場

を
予
定
し
て
い
る
。館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、当

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

答

答

（
総
務
課
長
）町
道
で

は
長
洲
大
谷
、長
洲

駅
海
岸
、長
洲
岱
明
、赤
田

上
沖
洲
の
各
線
と
、県
道
の

荒
尾
長
洲
線
、国
道
の
５
０

１
号
線
で
あ
る
。幅
員
２
メ

ー
ト
ル
あ
れ
ば
自
転
車
は

通
行
可
能
。

答問
人
と
自
転
車
と
の
事

故
は
発
生
し
て
い
な

い
か

（
総
務
課
長
）本
町

で
は
重
大
な
事
故

は
発
生
し
て
い
な
い
。

答

宮
本 

哲
太
郎 

議
員

見
直
そ
う
交
通
安
全

歩行者・自転車の同時通行で安全は保てるか

明るく、元気な町へ!! 健康で長生きが一番

浦
辺　

朝
章 

議
員

国
民
健
康
保
険
制
度

　
　
　

と
減
免
対
策

問
国
・
県
に
お
い
て
、

歯
科
口
腔
保
健
に

関
す
る
法
律
、条
例
が
施

行
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
全
国
的
に
も
歯
の
健
康

に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ

て
い
る
。平
成
22
年
12
月
議

会
で
も
子
育
て
支
援
の
一

貫
と
し
て
質
問
さ
せ
て
頂

い
た
が
重
要
課
題
の
一
つ

と
し
て
再
度
伺
う

（
町
長
）
本
町
で
は

各
年
代
に
応
じ
た

さ
ま
ざ
ま
な
歯
科
保
健
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。12

歳
児
の
学
校
健
診
の
結
果

で
は
、県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。フ
ッ
素
塗
布
、洗
口
事

業
の
長
期
的
な
評
価
と
し

て
受
け
止
め
て
い
る
。今
後

も
乳
幼
児
期
の
歯
科
保
健

を
初
め
、各
年
代
の
歯
科
口

腔
の
健
康
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
く
。

答

問
超
高
齢
化
社
会
を

見
据
え
た
国
家
の

な
か
で
本
町
が
他
市
町
と

子
育
て
支
援
施
策
を
含
め

た
定
住
化
策
で
ど
う
競
争

し
て
い
く
か
は
今
後
も
課

題
で
あ
る
。町
と
し
て
の
見

問
県
は
県
下
に
モ
デ

ル
校
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
と
い
う
が

問
本
町
の
取
り
組
ん

で
い
る
す
ば
ら
し
い

子
育
て
支
援
施
策
、定
住
化

策
を
、も
っ
と
も
っ
と
町
内

外
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。本
町
は
良
い
町
だ
と
い

う
事
を
発
信
す
る
広
報
活

動
が
必
要
で
は
な
い
か

（
町
長
）財
政
状
況

が
厳
し
い
な
か
、町

民
の
皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
拝
聴
し
、
近
隣

市
町
村
、国
、県
の
動
向
を

見
据
え
な
が
ら
、
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

特
色
あ
る
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

子
育
て
支
援
施
策

を
含
め
す
べ
て
の
課
に
ま

た
が
る
か
と
思
う
が
、今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

問
医
療
費
と
国
保
の

現
況
は
。ま
た
、収

納
率
の
低
下
や
滞
納
者
対

策
、生
活
困
窮
者
に
対
す

る
減
免
制
度
は
あ
る
か

問
町
民
一
人
当
た
り
の

国
保
税
・
医
療
費
は

い
く
ら
か
。ま
た
県
内
で
の

順
位
は
ど
う
か

問
今
後
の
国
保
制
度

を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か

（
町
長
）
国
保
の
医

療
費
は
、県
内
で
も

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

反
面
、
保
険
税
は
被
保
険

者
の
減
少
と
低
所
得
者
の

増
加
に
よ
り
減
少
、医
療
費

に
見
合
う
財
源
確
保
が
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。収
納

率
は
22
年
度
は
69
％
で

年
々
低
下
し
て
い
る
。滞
納

対
策
は
、
滞
納
処
分
の
強

化
、徴
収
体
制
の
強
化
、収

入
状
況
に
応
じ
た
納
税
相

談
な
ど
実
施
し
て
い
る
。国

保
法
44
条
の
一
部
負
担
金

の
減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
４
月
施
行
予
定

で
あ
り
、第
77
条
に
つ
い
て

は
、低
所
得
者
・
災
害
に
よ

る
被
災
者
等
へ
の
減
免
は

す
で
に
行
っ
て
い
る
。

答

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
35
万
５
千
６
０
０
円
で

県
下
で
は
７
番
目
に
高
い
。

医
療
費
の
内
訳
は
、約
８
割

が
入
院
費
で
県
下
で
１１
位
、

答

問
44
条
で
生
活
困
窮

者
に
対
す
る
減
免

の
基
準
は
ど
う
な
る
か

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

生
活
保
護
法
の
保
護

基
準
に
規
定
す
る
金
額
で

あ
る
。

答
（
町
長
）国
保
財
政

は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。一
人
当
た
り
の

高
医
療
費
を
抑
え
る
た
め

に
、健
康
づ
く
り
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

（
教
育
長
）フ
ッ
化
物

洗
口
の
モ
デ
ル
校
に

関
し
て
は
学
校
等
と
協
議
し

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

答

歯は生涯の宝

磯
野　

博 

議
員

め
ざ
せ

　

80
歳
ま
で
20
本

　
　
　

８
０
２
０

市
原　

一
広 

議
員

『
く
ま
モ
ン
』に
続
け
！

《
住
民
の
住
み
や
す
い

　
　
　
　
　
　

ま
ち
へ
》

《
い
じ
め
・
不
登
校
で
悩
み

苦
し
む
児
童
・
生
徒
へ
支
援

の
充
実
を
》

タ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
は
、

明
る
く
元
気
で
活
力
の
あ

る
長
洲
町
を
町
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
考
え
、平
成
２４
年
度
に

お
い
て
、作
成
、活
用
に
取

り
組
む
考
え
で
あ
る
。

町
内
の
児
童
・
生
徒

は「
ま
ち
の
宝
」で
あ

り
、誰
一
人
欠
け
て
は
い
け

な
い
。「
心
の
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
」事
業
が
今
年
度
な
く

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か

（
学
校
教
育
課
長
）

平
成
23
年
度
は
緊

急
雇
用
対
策
事
業
に
該
当

し
な
い
と
い
う
理
由
で
な

く
な
っ
た
も
の
だ
が
、玉
名

管
内
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

問答
問
題
が
発
生
し
た

場
合
だ
け
で
な
く
、

問
題
を
未
然
に
防
げ
る
よ

う
、教
育
委
員
会
と
し
て
姿

勢
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

し
、ま
た
保
護
者
の
方
々
へ

の
サ
ポ
ー
ト
に
も
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い

（
教
育
長
）児
童
・
生

徒
ま
た
保
護
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
会
や
、

話
し
合
い
な
ど
を
学
校
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、進
め

て
い
き
た
い
。

通
院
費
が
県
下
で
４
位
と

高
く
な
っ
て
い
る
。

は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
改

良
し
て
い
く
。ま
た
交
通
事

故
に
つ
な
が
る
原
因
を
考

え
る
と
自
転
車
に
乗
る
人

の
マ
ナ
ー
も
重
要
で
あ
る
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
の
ル
ー
ル

の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上
が
一
番
の
解
決
策
だ
。

現
在
各
小
中
学
校
や
企
業

ま
た
各
種
団
体
に
対
し
て

も
交
通
教
室
や
講
話
な
ど

の
交
通
安
全
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
る
。今
後
も
道

路
の
改
良
と
マ
ナ
ー
の
向

上
の
両
面
か
ら
交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
い
く
。 

解
を
伺
う

す
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一 般 質 問一 般 質 問

問
自
転
車
に
関
連
す
る

交
通
事
故
が
全
交
通

事
故
の
２
割
を
占
め
て
い

る
。町
は
自
転
車
の
運
転
者

保
護
対
策
等
の
考
え
は
あ

る
か

問
現
状
で
の
町
内
の

歩
道
で
自
転
車
が

通
行
可
能
な
場
所
は
何
ヵ

所
あ
る
か

（
町
長
）
全
国
の
交

通
事
故
の
自
転
車

関
連
事
故
の
割
合
は
２
０
・

９
％
で
あ
り
内
訳
は
対
自

動
車
が
84
％
、
対
二
輪
車

が
６
・
３
％
と
合
わ
せ
て
90

％
以
上
に
な
っ
て
い
る
。事

故
か
ら
運
転
者
な
ど
の
保

護
を
考
え
る
と
車
道
を
確

保
し
道
路
外
側
の
線
を
引

き
直
し
自
転
車
の
走
行
レ

ー
ン
を
確
保
す
る
方
法
が

考
え
ら
れ
る
。道
路
両
端
の

線
か
ら
路
肩
ま
で
幅
員
で

自
転
車
及
び
歩
行
者
が
通

行
で
き
る
町
内
道
路
は
数

少
な
い
。今
後
自
転
車
通
行

の
利
用
度
が
高
く
自
転
車

が
走
行
で
き
る
幅
員
が
確

保
さ
れ
る
道
路
に
つ
い
て

答

問

問

県
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
く
ま
モ
ン
」

が「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
」に
輝
い
た
。昨
年
３
月

に
、九
州
新
幹
線
の
全
線
開

業
を
盛
り
上
げ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し
た「

く
ま
モ
ン
」。県
の
営
業
部

長
と
し
て
熊
本
の
認
知
度

向
上
や
地
域
活
性
化
に
果

た
し
た
役
割
は
大
き
く
、グ

ッ
ズ
の
売
上
げ
も
10
億
円

を
突
破
し
た
。当
町
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
誕
生
さ
せ
、地
域
や
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
、町
の
活
性
化
に

役
立
て
て
ほ
し
い

（
町
長
）金
鯉
広
場

に
来
ら
れ
た
方
へ
憩

い
、安
ら
ぎ
を
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、金
魚
の
館
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
や
体
験
が
で
き
る
場

を
予
定
し
て
い
る
。館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、当

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

答

答

（
総
務
課
長
）町
道
で

は
長
洲
大
谷
、長
洲

駅
海
岸
、長
洲
岱
明
、赤
田

上
沖
洲
の
各
線
と
、県
道
の

荒
尾
長
洲
線
、国
道
の
５
０

１
号
線
で
あ
る
。幅
員
２
メ

ー
ト
ル
あ
れ
ば
自
転
車
は

通
行
可
能
。

答問
人
と
自
転
車
と
の
事

故
は
発
生
し
て
い
な

い
か

（
総
務
課
長
）本
町

で
は
重
大
な
事
故

は
発
生
し
て
い
な
い
。

答

宮
本 

哲
太
郎 

議
員

見
直
そ
う
交
通
安
全

歩行者・自転車の同時通行で安全は保てるか

明るく、元気な町へ!! 健康で長生きが一番

浦
辺　

朝
章 

議
員

国
民
健
康
保
険
制
度

　
　
　

と
減
免
対
策

問
国
・
県
に
お
い
て
、

歯
科
口
腔
保
健
に

関
す
る
法
律
、条
例
が
施

行
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
全
国
的
に
も
歯
の
健
康

に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ

て
い
る
。平
成
22
年
12
月
議

会
で
も
子
育
て
支
援
の
一

貫
と
し
て
質
問
さ
せ
て
頂

い
た
が
重
要
課
題
の
一
つ

と
し
て
再
度
伺
う

（
町
長
）
本
町
で
は

各
年
代
に
応
じ
た

さ
ま
ざ
ま
な
歯
科
保
健
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。12

歳
児
の
学
校
健
診
の
結
果

で
は
、県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。フ
ッ
素
塗
布
、洗
口
事

業
の
長
期
的
な
評
価
と
し

て
受
け
止
め
て
い
る
。今
後

も
乳
幼
児
期
の
歯
科
保
健

を
初
め
、各
年
代
の
歯
科
口

腔
の
健
康
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
く
。

答

問
超
高
齢
化
社
会
を

見
据
え
た
国
家
の

な
か
で
本
町
が
他
市
町
と

子
育
て
支
援
施
策
を
含
め

た
定
住
化
策
で
ど
う
競
争

し
て
い
く
か
は
今
後
も
課

題
で
あ
る
。町
と
し
て
の
見

問
県
は
県
下
に
モ
デ

ル
校
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
と
い
う
が

問
本
町
の
取
り
組
ん

で
い
る
す
ば
ら
し
い

子
育
て
支
援
施
策
、定
住
化

策
を
、も
っ
と
も
っ
と
町
内

外
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。本
町
は
良
い
町
だ
と
い

う
事
を
発
信
す
る
広
報
活

動
が
必
要
で
は
な
い
か

（
町
長
）財
政
状
況

が
厳
し
い
な
か
、町

民
の
皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
拝
聴
し
、
近
隣

市
町
村
、国
、県
の
動
向
を

見
据
え
な
が
ら
、
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

特
色
あ
る
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

子
育
て
支
援
施
策

を
含
め
す
べ
て
の
課
に
ま

た
が
る
か
と
思
う
が
、今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

問
医
療
費
と
国
保
の

現
況
は
。ま
た
、収

納
率
の
低
下
や
滞
納
者
対

策
、生
活
困
窮
者
に
対
す

る
減
免
制
度
は
あ
る
か

問
町
民
一
人
当
た
り
の

国
保
税
・
医
療
費
は

い
く
ら
か
。ま
た
県
内
で
の

順
位
は
ど
う
か

問
今
後
の
国
保
制
度

を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か

（
町
長
）
国
保
の
医

療
費
は
、県
内
で
も

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

反
面
、
保
険
税
は
被
保
険

者
の
減
少
と
低
所
得
者
の

増
加
に
よ
り
減
少
、医
療
費

に
見
合
う
財
源
確
保
が
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。収
納

率
は
22
年
度
は
69
％
で

年
々
低
下
し
て
い
る
。滞
納

対
策
は
、
滞
納
処
分
の
強

化
、徴
収
体
制
の
強
化
、収

入
状
況
に
応
じ
た
納
税
相

談
な
ど
実
施
し
て
い
る
。国

保
法
44
条
の
一
部
負
担
金

の
減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
４
月
施
行
予
定

で
あ
り
、第
77
条
に
つ
い
て

は
、低
所
得
者
・
災
害
に
よ

る
被
災
者
等
へ
の
減
免
は

す
で
に
行
っ
て
い
る
。

答

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
35
万
５
千
６
０
０
円
で

県
下
で
は
７
番
目
に
高
い
。

医
療
費
の
内
訳
は
、約
８
割

が
入
院
費
で
県
下
で
１１
位
、

答

問
44
条
で
生
活
困
窮

者
に
対
す
る
減
免

の
基
準
は
ど
う
な
る
か

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

生
活
保
護
法
の
保
護

基
準
に
規
定
す
る
金
額
で

あ
る
。

答
（
町
長
）国
保
財
政

は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。一
人
当
た
り
の

高
医
療
費
を
抑
え
る
た
め

に
、健
康
づ
く
り
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

（
教
育
長
）フ
ッ
化
物

洗
口
の
モ
デ
ル
校
に

関
し
て
は
学
校
等
と
協
議
し

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

答

歯は生涯の宝

磯
野　

博 

議
員

め
ざ
せ

　

80
歳
ま
で
20
本

　
　
　

８
０
２
０

市
原　

一
広 

議
員

『
く
ま
モ
ン
』に
続
け
！

《
住
民
の
住
み
や
す
い

　
　
　
　
　
　

ま
ち
へ
》

《
い
じ
め
・
不
登
校
で
悩
み

苦
し
む
児
童
・
生
徒
へ
支
援

の
充
実
を
》

タ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
は
、

明
る
く
元
気
で
活
力
の
あ

る
長
洲
町
を
町
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
考
え
、平
成
２４
年
度
に

お
い
て
、作
成
、活
用
に
取

り
組
む
考
え
で
あ
る
。

町
内
の
児
童
・
生
徒

は「
ま
ち
の
宝
」で
あ

り
、誰
一
人
欠
け
て
は
い
け

な
い
。「
心
の
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
」事
業
が
今
年
度
な
く

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か

（
学
校
教
育
課
長
）

平
成
23
年
度
は
緊

急
雇
用
対
策
事
業
に
該
当

し
な
い
と
い
う
理
由
で
な

く
な
っ
た
も
の
だ
が
、玉
名

管
内
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

問答
問
題
が
発
生
し
た

場
合
だ
け
で
な
く
、

問
題
を
未
然
に
防
げ
る
よ

う
、教
育
委
員
会
と
し
て
姿

勢
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

し
、ま
た
保
護
者
の
方
々
へ

の
サ
ポ
ー
ト
に
も
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い

（
教
育
長
）児
童
・
生

徒
ま
た
保
護
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
会
や
、

話
し
合
い
な
ど
を
学
校
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、進
め

て
い
き
た
い
。

通
院
費
が
県
下
で
４
位
と

高
く
な
っ
て
い
る
。

は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
改

良
し
て
い
く
。ま
た
交
通
事

故
に
つ
な
が
る
原
因
を
考

え
る
と
自
転
車
に
乗
る
人

の
マ
ナ
ー
も
重
要
で
あ
る
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
の
ル
ー
ル

の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上
が
一
番
の
解
決
策
だ
。

現
在
各
小
中
学
校
や
企
業

ま
た
各
種
団
体
に
対
し
て

も
交
通
教
室
や
講
話
な
ど

の
交
通
安
全
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
る
。今
後
も
道

路
の
改
良
と
マ
ナ
ー
の
向

上
の
両
面
か
ら
交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
い
く
。 

解
を
伺
う

す
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臨　時　会意見書・人事

職員の給与を減額!!職員の給与を減額!!
第
２
回
臨
時
会
が
11
月
24
日
行
わ
れ
、
条
例
の
制
定
１
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
と
そ
の
他
１
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
閉
会
し
た
。

第２回臨時会第２回臨時会

長
洲
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　

民
間
企
業
等
の
情
勢
分
析

に
基
づ
く
平
成
23
年
９
月
の

人
事
院
勧
告
及
び
平
成
23
年

10
月
の
熊
本
県
人
事
委
員
会

勧
告
を
受
け
、勧
告
に
沿
っ
た

制
度
運
営
を
図
る
た
め
に

は
、こ
の
条
例
を
制
定
し
減

額
す
る
も
の
。

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５

６
万
円
を
追
加
し
て
歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
65
億
６
５
２

１
万
円
と
す
る
も
の
。

　

国
家
公
務
員
の
給
与
水

準
を
１
０
０
と
し
た
場
合

の
地
方
公
務
員
の
給
与
水

準
を
示
す
指
数

賛
成
10
反
対
２
可
決

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

と
は

【
主
な
質
疑
】

〈
内
容
〉

〈
内
容
〉

全
員
賛
成　

可
決

３年連続

一
般
会
計

　

補
正
予
算

平
成
23
年
度

一
般
会
計

　

補
正
予
算

一
般
会
計

　

補
正
予
算

○
公
共
交
通
機
関
の
存
続
へ
向
け
、Ｊ
Ｒ
九
州
等
に
係
る

　

経
営
支
援
策
等
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請
願

　

昭
和
62
年
４
月
１
日
に
国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
自
立
経
営
を
確
保
し
、公
共
輸

送
の
使
命
と
地
域
を
支
え
る
鉄
道
の
再
生
を
図
る
べ
く
、Ｊ
Ｒ
７
社
が
誕
生
し
た
。本
州

の
Ｊ
Ｒ
３
社
は
、株
式
を
上
場
し
て
完
全
民
営
化
を
果
し
て
い
る
。地
方
ロ
ー
カ
ル
線
を

抱
え
る
Ｊ
Ｒ
３
島（
Ｊ
Ｒ
九
州
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
、Ｊ
Ｒ
四
国
）と
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
積
極
的
な

営
業
施
策
や
徹
底
し
た
経
営
効
率
化
な
ど
努
力
を
し
た
。来
年
４
月
に
Ｊ
Ｒ
発
足
25
年

の
節
目
と
な
る
が
、自
立
経
営
を
確
保
す
る
目
処
が
立
っ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
中
、本
年

度
末
に
は
、Ｊ
Ｒ
３
島
・
貨
物
会
社
の
経
営
支
援
策
の
重
要
な
柱
で
あ
る
固
定
資
産
税
等

減
免
措
置
の
特
例
が
期
限
切
れ
と
な
る
。Ｊ
Ｒ
は
地
域
住
民
の
足
と
し
て
、国
民
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
３
島
・
貨
物
会
社
に
、固
定
資
産
税
、都

市
資
産
税
を
減
免
す
る
特
例
措
置
の
継
続
と
鉄
道
事
業
各
社
に
鉄
道
車
両
、軌
道
用
車

両
の
動
力
源
用
軽
油
に
軽
油
引
取
税
の
減
免
措
置
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

〔
請
願
の
趣
旨
〕

　
「
公
共
交
通
機
関
の
存
続
へ
向
け
、J
R
九
州
等
に
対
す
る
経
営
支
援
策
等
に
関
す
る

意
見
書
」を
衆
・
参
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、財
務
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
あ
て

に
提
出
。

〔
国
へ
意
見
書
提
出
〕

　

全
員
賛
成　

可
決

〔
本
会
議
〕

議員
提案 国へ意見書提出国へ意見書提出議員
提案

人　

事　

案　

件

固
定
資
産
評
価
委
員

池
田　

一
吉 

氏

（
塩
屋
）

人
権
擁
護
委
員

浦
田　

明
子 

氏

（
平
原
）

選
挙
管
理
委
員

鹿
本　

隆
彦 

氏

濱
﨑　

周
一 

氏

宮
田　

福
市 

氏

荒
木　

和
明 

氏

（
長
洲
）

（
清
里
）

（
六
栄
）

（
腹
赤
）

選
挙
管
理
委
員（
補
充
員
）

玉
ノ
木
龍
兒 

氏

濱
北　

圭
右 

氏

松
川　
　

洋 

氏

𠮷
村　

脩
一 

氏

（
長
洲
）

（
清
里
）

（
六
栄
）

（
腹
赤
）

請
願
者　

九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合

中
央
執
行
委
員
長　

徳
田　

哲
也 

氏

熊
本
地
方
本
部
執
行
委
員
長　

坂
本　

和
哉 

氏

り
ゅ
う

じ

め
い　

こ

問
（
川
本
議
員
）

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
に
よ
る
と
本
町
は
玉

名
郡
内
で
も
低
い
ほ
う
で

は
な
い
か
。自
治
体
に
よ
っ

て
判
断
す
る
べ
き
で
は

（
町
長
）自
治
体
の
判

断
、こ
れ
は
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ

本
町
の
現
状
は
ま
だ
ま
だ

財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
。

今
回
の
人
事
院
勧
告
は
世

界
の
経
済
情
勢
を
考
慮
し

て
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答

問
（
磯
野
議
員
）

住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
の
内

容
は

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

当
初
予
算
に
40
世

帯
分
２
４
０
万
円
を
計
上

し
て
い
た
が
、10
月
末
で
40

世
帯
の
申
請
が
あ
っ
た
。こ

の
予
算
は
11
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
の
、30
世
帯
分
を

見
込
み
追
加
補
正
す
る
も

の
だ
。

答

問
（
市
原
議
員
）

今
回
の
よ
う
に
、後

か
ら
工
事
代
金
を
増
額
す

る
追
加
工
事
は
問
題
で
あ

る
と
考
え
る
が

（
町
長
）今
後
こ
の
よ

う
な
問
題
を
な
く

す
た
め
に
職
員
の
更
な
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
努
力

し
て
い
く
。

答

問
（
川
本
議
員
）

太
陽
光
の
補
助
金

だ
が
本
町
で
は
上
限
６
万

円
で
あ
る
。
県
下
で
は
苓

北
、水
俣
の
20
万
円
を
ト
ッ

プ
に
玉
名
郡
内
で
は
玉
東

が
10
万
円
、南
関
が
10
万
５

千
円
だ
。来
年
度
以
降
の
上

限
の
拡
大
を
望
む
。

（
町
長
）
環
境
の
町

長
洲
を
目
指
す
に

答

問
（
福
永
議
員
）

環
境
整
備
協
力
費

基
金
が
１
８
０
万
円
増
え

て
い
る
。ボ
ー
ト
ピ
ア
の
現

状
は

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
補
助
金
は
ミ
ニ
ボ

ー
ト
ピ
ア
長
洲
か
ら
の
環

境
整
備
協
力
費
を
基
金
と

し
て
積
み
立
て
て
い
る
。ミ

ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
長
洲
か
ら

月
平
均
で
約
２
７
０
万
円

ほ
ど
入
っ
て
き
て
い
る
。こ

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
当
初

答

問
（
浦
辺
議
員
）

新
山
団
地
改
修
工

事
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
を
求
め
る

（
建
設
農
政
課
長
）

今
回
の
追
加
は
、Ｂ

答

Ｓ
ア
ン
テ
ナ
移
設
、雑
排
水

管
の
漏
水
修
理
、ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
の
取
り
替
え
、一
番
大

き
い
の
が
モ
ル
タ
ル
剥
離
の

補
強
改
修
で
あ
る
。

予
算
の
計
上
分
程
度
の
も

の
が
入
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
。

太陽光への補助金　　増額を！！

は
太
陽
光
の
補
助
金
も
増

加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
財
政
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。



潮さい（H24.2.15 No.108）潮さい（H24.2.15 No.108）

臨　時　会意見書・人事

職員の給与を減額!!職員の給与を減額!!
第
２
回
臨
時
会
が
11
月
24
日
行
わ
れ
、
条
例
の
制
定
１
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
と
そ
の
他
１
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
閉
会
し
た
。

第２回臨時会第２回臨時会

長
洲
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　

民
間
企
業
等
の
情
勢
分
析

に
基
づ
く
平
成
23
年
９
月
の

人
事
院
勧
告
及
び
平
成
23
年

10
月
の
熊
本
県
人
事
委
員
会

勧
告
を
受
け
、勧
告
に
沿
っ
た

制
度
運
営
を
図
る
た
め
に

は
、こ
の
条
例
を
制
定
し
減

額
す
る
も
の
。

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５

６
万
円
を
追
加
し
て
歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
65
億
６
５
２

１
万
円
と
す
る
も
の
。

　

国
家
公
務
員
の
給
与
水

準
を
１
０
０
と
し
た
場
合

の
地
方
公
務
員
の
給
与
水

準
を
示
す
指
数

賛
成
10
反
対
２
可
決

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

と
は

【
主
な
質
疑
】

〈
内
容
〉

〈
内
容
〉

全
員
賛
成　

可
決

３年連続

一
般
会
計

　

補
正
予
算

平
成
23
年
度

一
般
会
計

　

補
正
予
算

一
般
会
計

　

補
正
予
算

○
公
共
交
通
機
関
の
存
続
へ
向
け
、Ｊ
Ｒ
九
州
等
に
係
る

　

経
営
支
援
策
等
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請
願

　

昭
和
62
年
４
月
１
日
に
国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
自
立
経
営
を
確
保
し
、公
共
輸

送
の
使
命
と
地
域
を
支
え
る
鉄
道
の
再
生
を
図
る
べ
く
、Ｊ
Ｒ
７
社
が
誕
生
し
た
。本
州

の
Ｊ
Ｒ
３
社
は
、株
式
を
上
場
し
て
完
全
民
営
化
を
果
し
て
い
る
。地
方
ロ
ー
カ
ル
線
を

抱
え
る
Ｊ
Ｒ
３
島（
Ｊ
Ｒ
九
州
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
、Ｊ
Ｒ
四
国
）と
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
積
極
的
な

営
業
施
策
や
徹
底
し
た
経
営
効
率
化
な
ど
努
力
を
し
た
。来
年
４
月
に
Ｊ
Ｒ
発
足
25
年

の
節
目
と
な
る
が
、自
立
経
営
を
確
保
す
る
目
処
が
立
っ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
中
、本
年

度
末
に
は
、Ｊ
Ｒ
３
島
・
貨
物
会
社
の
経
営
支
援
策
の
重
要
な
柱
で
あ
る
固
定
資
産
税
等

減
免
措
置
の
特
例
が
期
限
切
れ
と
な
る
。Ｊ
Ｒ
は
地
域
住
民
の
足
と
し
て
、国
民
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
３
島
・
貨
物
会
社
に
、固
定
資
産
税
、都

市
資
産
税
を
減
免
す
る
特
例
措
置
の
継
続
と
鉄
道
事
業
各
社
に
鉄
道
車
両
、軌
道
用
車

両
の
動
力
源
用
軽
油
に
軽
油
引
取
税
の
減
免
措
置
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

〔
請
願
の
趣
旨
〕

　
「
公
共
交
通
機
関
の
存
続
へ
向
け
、J
R
九
州
等
に
対
す
る
経
営
支
援
策
等
に
関
す
る

意
見
書
」を
衆
・
参
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、財
務
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
あ
て

に
提
出
。

〔
国
へ
意
見
書
提
出
〕

　

全
員
賛
成　

可
決

〔
本
会
議
〕

議員
提案 国へ意見書提出国へ意見書提出議員
提案

人　

事　

案　

件

固
定
資
産
評
価
委
員

池
田　

一
吉 

氏

（
塩
屋
）

人
権
擁
護
委
員

浦
田　

明
子 

氏

（
平
原
）

選
挙
管
理
委
員

鹿
本　

隆
彦 

氏

濱
﨑　

周
一 

氏

宮
田　

福
市 

氏

荒
木　

和
明 

氏

（
長
洲
）

（
清
里
）

（
六
栄
）

（
腹
赤
）

選
挙
管
理
委
員（
補
充
員
）

玉
ノ
木
龍
兒 

氏

濱
北　

圭
右 

氏

松
川　
　

洋 

氏

𠮷
村　

脩
一 

氏

（
長
洲
）

（
清
里
）

（
六
栄
）

（
腹
赤
）

請
願
者　

九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合

中
央
執
行
委
員
長　

徳
田　

哲
也 

氏

熊
本
地
方
本
部
執
行
委
員
長　

坂
本　

和
哉 

氏

り
ゅ
う

じ

め
い　

こ

問
（
川
本
議
員
）

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
に
よ
る
と
本
町
は
玉

名
郡
内
で
も
低
い
ほ
う
で

は
な
い
か
。自
治
体
に
よ
っ

て
判
断
す
る
べ
き
で
は

（
町
長
）自
治
体
の
判

断
、こ
れ
は
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ

本
町
の
現
状
は
ま
だ
ま
だ

財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
。

今
回
の
人
事
院
勧
告
は
世

界
の
経
済
情
勢
を
考
慮
し

て
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答

問
（
磯
野
議
員
）

住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
の
内

容
は

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

当
初
予
算
に
40
世

帯
分
２
４
０
万
円
を
計
上

し
て
い
た
が
、10
月
末
で
40

世
帯
の
申
請
が
あ
っ
た
。こ

の
予
算
は
11
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
の
、30
世
帯
分
を

見
込
み
追
加
補
正
す
る
も

の
だ
。

答

問
（
市
原
議
員
）

今
回
の
よ
う
に
、後

か
ら
工
事
代
金
を
増
額
す

る
追
加
工
事
は
問
題
で
あ

る
と
考
え
る
が

（
町
長
）今
後
こ
の
よ

う
な
問
題
を
な
く

す
た
め
に
職
員
の
更
な
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
努
力

し
て
い
く
。

答

問
（
川
本
議
員
）

太
陽
光
の
補
助
金

だ
が
本
町
で
は
上
限
６
万

円
で
あ
る
。
県
下
で
は
苓

北
、水
俣
の
20
万
円
を
ト
ッ

プ
に
玉
名
郡
内
で
は
玉
東

が
10
万
円
、南
関
が
10
万
５

千
円
だ
。来
年
度
以
降
の
上

限
の
拡
大
を
望
む
。

（
町
長
）
環
境
の
町

長
洲
を
目
指
す
に

答

問
（
福
永
議
員
）

環
境
整
備
協
力
費

基
金
が
１
８
０
万
円
増
え

て
い
る
。ボ
ー
ト
ピ
ア
の
現

状
は

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
補
助
金
は
ミ
ニ
ボ

ー
ト
ピ
ア
長
洲
か
ら
の
環

境
整
備
協
力
費
を
基
金
と

し
て
積
み
立
て
て
い
る
。ミ

ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
長
洲
か
ら

月
平
均
で
約
２
７
０
万
円

ほ
ど
入
っ
て
き
て
い
る
。こ

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
当
初

答

問
（
浦
辺
議
員
）

新
山
団
地
改
修
工

事
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
を
求
め
る

（
建
設
農
政
課
長
）

今
回
の
追
加
は
、Ｂ

答

Ｓ
ア
ン
テ
ナ
移
設
、雑
排
水

管
の
漏
水
修
理
、ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
の
取
り
替
え
、一
番
大

き
い
の
が
モ
ル
タ
ル
剥
離
の

補
強
改
修
で
あ
る
。

予
算
の
計
上
分
程
度
の
も

の
が
入
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
。

太陽光への補助金　　増額を！！

は
太
陽
光
の
補
助
金
も
増

加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
財
政
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。



潮さい（H24.2.15 No.108）潮さい（H24.2.15 No.108）

新議会構成新議会構成

新しい委員会
総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
と
は
…

【
担
当
す
る
所
管
課
】

　

◎
総
務
課　
　
　

◎
税
務
課

　

◎
住
民
環
境
課　

◎
福
祉
保
健
介
護
課

　

◎
子
育
て
支
援
課
◎
会
計
課

　

◎
下
水
道
課　
　

◎
水
道
課

　

担
当
課
に
関
す
る
条
例
及
び
予
算
な
ど
を
協

議
し
て
い
ま
す
。

【
調
査
事
件
】

　

◎
環
境
問
題　
　

◎
上
下
水
道
事
業

　

◎
福
祉
対
策　
　

◎
し
尿
汲
み
取
り

　

◎
保
育
所
の
統
廃
合
・
民
営
化

　

◎
子
育
て
支
援　

◎
滞
納
対
策

　

◎
交
通
安
全　
　

◎
防
災
対
策

に
つ
い
て
、調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

政
治
倫
理
審
査
会
と
は
…

　

政
治
倫
理
審
査
会
は
、
平
成
５
年
に
施
行
さ

れ
た
、
長
洲
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
第
12

条
１
項
に
基
づ
き
、
議
員
の
資
産
等
の
報
告
を

審
査
す
る
審
査
会
で
す
。

　

審
査
会
の
委
員
は
６
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

資
産
等
の
報
告
書
の
基
準
日
は
毎
年
１
月
１

日
で
１
年
間
の
資
産
等
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
長
か
ら
審
査
要
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
90
日

以
内
に
審
査
を
終
了
し
、
議
長
に
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提
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後
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滑
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町民のひろば

ひ
と
言

　

先
の
議
会
で
委
員
会
の
構

成
が
決
定
し
ま
し
た
。今
回

広
報
委
員
の
メ
ン
バ
ー
も
変

り
町
民
の
皆
さ
ま
に
読
み
や

す
く
、わ
か
り
や
す
い
議
会

だ
よ
り
に
し
た
い
と
委
員
全

員
が
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

　

今
後
皆
様
の
ご
意
見
を
う

か
が
い
な
が
ら
、町
民
の
皆

様
に
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り

を
編
集
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
宜
し
く
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　

 

（
吉
田
）

　9月議会に引継き12月定例議会を時間の許

すかぎり傍聴しましたので率直な感想を述べま

す。9月議会は、間延びした審議に直接苦言を呈

しましたが、12月議会は、一般質問・議案も比較

的少なかったので一言で言って真摯に質疑応

答がなされ短時間に充実した議会運営でした。

財政的にも厳しい町政の中、町発展のため、町

民のため熱意ある議会で特に若手議員と教育

長、町長との真摯な応答は、多くの町民の皆さん

にも体験して頂きたいと強く感じました。

　広く議会開催を告示宣伝して来聴に努めるべ

きと思います。

　今後共、議会の充実と町発展のため精進され

る事を祈念致します。

　「的ばかい」は県外にまでその名を知られる四

王子神社の新春行事で、今年は１月15日に開催

され、締め込み姿の男衆が力水を浴び勇壮に的

を奪い合う姿は、見る人にもパワーを与えてくれ

ました。境内から長洲海岸まで的を奪い合いなが

ら進み、今年は潮時もよく、潮水に浸かり、的と体

を清め、最後は的を高 と々掲げて終わりです。当

初の的は円座でしたが、今のような形で実施され

るようになったのは明治15年頃からで、当時の青

年神輿会員の発起であると伝えられ、今から130

年も前の事です。四王子神社は来年、鎮座850年

という節目の年を迎えますが、長洲町が誇る伝統

行事「的ばかい」をこれからもさらに盛り上げて参

ります。
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次の定例会は

３ 月12日㈪

■問い合わせ先

皆さ
ん傍聴に来て下さい。皆さ
ん傍聴に来て下さい。皆さ
ん傍聴に来て下さい。

開会の予定です

電話　
議会事務局

７８－３２９１

手続きは住所・氏名・年令を書くだけです

的ばかい保存会（新山区）
だい　き

松岡　大喜さん73歳


